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会　計　区　分 平成 26 年度当初予算額 平成 25 年度当初予算額 増減額 増減率
一　般　会　計 49 億 3,100 万円 48 億 7,520 万円 5,580 万円 1.1％
特　別　会　計 43 億 43 万円 40 億 6,742 万円 2 億 3,300 万円 5.7％

内　
訳

国民健康保険事業 19 億 3,022 万円 17 億 2,417 万円 2 億 605 万円 12.0％
簡易水道事業 0 円 460 万円 △ 460 万円 皆減
下水道事業 7 億 5,094 万円 7 億 1,901 万円 3,192 万円 4.4％

水産廃棄物処理事業 8 万円 8 万円 0 円 0.0％
漁業集落環境整備事業 9,337 万円 9,068 万円 269 万円 3.0％
介護認定審査会事業 2,764 万円 2,706 万円 57 万円 2.1％

介護保険事業 12 億 4,916 万円 12 億 3,925 万円 991 万円 0.8％
後期高齢者医療事業 2 億 2,092 万円 2 億 286 万円 1,806 万円 8.9％
飲料水供給施設事業 2,806 万円 5,968 万円 △ 3,161 万円 △ 53.0％

計 92 億 3,143 万円 89 億 4,262 万円 2 億 8,880 万円 3.2％

　

平
成
26
年
度
は
「
第
四
次
平
生
町
総

合
計
画
」
の
前
期
基
本
計
画
の
４
年
目

に
あ
た
り
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
で
あ

り
ま
す
、【
人
と
ま
ち
「
き
ず
な
」
で
つ

な
ぐ　

元
気
な
平
生
】
の
着
実
な
実
現

に
向
け
、
計
画
の
具
現
化
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
と
協

働
で
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
な
が
ら
、
第
五
次
行
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
の
着
実
な
実
践
に
よ
り
、

よ
り
一
層
の
経
費
削
減
に
努
め
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
効
率
的
・

効
果
的
な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

町税
12 億 3,898 万円
（25.1％）

地方交付税
19 億 1,000 万円
（38.7％）

自主財源（32.0％）

※（　）内は構成比

依存財源（68.0％）

町債
4 億 4,170 万円
（9.0％）

県支出金
3 億 4,950 万円
（7.1％）

国庫支出金
4 億 5,776 万円
（9.3％）

地方消費税交付金
1 億 3,000 万円
（2.6％）

地方譲与税
4,550 万円
（0.9％）

地方特例交付金 ほか
2,030 万円
（0.4％）

分担金・負
担金
5,739 万円
（1.2％）

繰入金
1 億 1,552 万円
（2.3％）

使用料・手
数料
6,355 万円
（1.3％）

諸収入
5,908 万円
（1.2％）

繰越金 ほか
4,169 万円
（0.9％）

～「 協 働 」 で  未 来 を 拓
ひ ら

く  ま ち づ く り ～

平成 26年度
平生町の 予算

　

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
の
予
算
編
成

テ
ー
マ
を
【「
協
働
」
で 

未
来
を
拓
く 

ま
ち
づ
く
り
】
と
定
め
、
次
の
５
つ
の

実
践
テ
ー
マ
に
よ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

①
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

②
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
る

　ま
ち
づ
く
り

③
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
む

　ま
ち
づ
く
り

④
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

⑤
健
全
な
財
政
で
未
来
を
拓
く

　ま
ち
づ
く
り

一般会計歳入

歳入
49 億
3,100 万円

一般会計歳入歳出総額 49億 3,100 万円
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注）記事内の金額は１万円未満を切り捨てたものです。そのため、各図表における構成比の内訳と合計などが
一致しないことがあります。

事業名 金額
単独土地改良事業 700 万円
農免農道整備事業 1,333 万円
漁港海岸保全事業 1 億 800 万円
単独町道改良事業 3,000 万円
単独河川改修事業 1,500 万円
排水機場改修事業 1,248 万円

平生港港湾整備事業 200 万円
単独下水路改修事業 260 万円
町営住宅改修事業 205 万円
小学校整備事業 1,020 万円
中学校整備事業 2,069 万円
公民館整備事業 1,473 万円
図書館整備事業 90 万円
下水道整備事業 1 億 9,680 万円

簡易水道統合整備事業 1,594 万円

 

各
費
目
の
主
な
用
途

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
子
育
て
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス

【
総
務
費
】
住
民
登
録
や
庁
舎
の
維
持

管
理
、
防
犯
対
策
、
選
挙
な
ど

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済

【
土
木
費
】
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整

備
な
ど

【
教
育
費
】
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

【
衛
生
費
】
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、

環
境
対
策
な
ど

【
農
林
水
産
業
費
】
農
業
、
畜
産
業
、

水
産
業
な
ど
の
振
興

【
消
防
費
】
火
災
、
救
急
、
防
災
対
策

な
ど

【
議
会
費
】
議
会
運
営

【
商
工
費
】
産
業
政
策
、
商
工
業
、
観

光
振
興
な
ど

【
労
働
費
】
勤
労
者
支
援
な
ど

主な建設事業

民生費
14 億 9,469 万円
（30.3％）

公債費
6 億 8,213 万円
（13.8％）

総務費
6 億 6,425 万円
（13.5％）

土木費
5 億 6,951 万円
（11.5％）

教育費
3 億 9,080 万円
（7.9％）

農林水産業費
3 億 2,359 万円
（6.6％）

衛生費
3 億 842 万円
（6.3％）

消防費
2 億 4,867 万円
（5.0％）

諸支出金
1 億 2,764 万円
（2.6％）

議会費
7,357 万円
（1.5％）

商工費　　　1,789 万円（0.4％）
予備費　　　1,500 万円（0.3％）
労働費　　　 950 万円（0.2％）
災害復旧費　 528 万円（0.1％）

※（　）内は構成比

一
般
会
計
の
主
な
特
徴

　

一
般
会
計
予
算
額
は
49
億
３
１
０
０

万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て
５
５
８
０

万
円
（
１・
１
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
町
税
全
体
で
は
、
法
人
町
民
税

や
た
ば
こ
税
な
ど
が
減
少
す
る
見
込
み

で
、
１
９
８
６
万
2
千
円（
１・６
％
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
平

成
26
年
度
予
算
が
16
兆
８
８
５
５
億
円

と
、
対
前
年
度
比
で
１・
０
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
平
生
町
で
は
、
基
準
財
政

需
要
額
の
増
加
要
因
な
ど
を
勘
案
し
、

前
年
度
予
算
対
比
で
、
１
７
０
０
万
円

程
度
の
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
々

増
加
す
る
財
政
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、

当
初
予
算
に
お
い
て
、
財
政
基
金
か
ら

１
億
１
５
５
２
万
7
千
円
繰
入
れ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
主
な
特
徴

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
や
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
に
お
け
る
医
療
給
付

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
特
別
会
計
全
体

の
予
算
規
模
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
２
億
３
３
０

０
万
８
千
円
（
５
・
７
％
）
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、

92
億
３
１
４
３
万
7
千
円
と
な
り
、
前
年

度
対
比
で
2
億
８
８
８
０
万
8
千
円

（
３・
２
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計歳出

歳出
49 億
3,100 万円



１
参加と協働の
まちづくり

●参加と協働のまちづくり事業
　昨年度策定した「平生町協働推進プラン」
に基づき、町内各地域において、コミュニテ
ィ協議会の設立に向けた支援をはじめ、まち
づくりリーダーの人材育成講座の開催や住民
から提案された事業に対して助成を行い、誰
もがふるさと平生に誇りと愛着を持ち、心豊
かに暮らすことのできる元気なまちを実現し
ていきます。

2
住み良さを
実感できる
まちづくり

●防災行政無線整備事業（デジタル波への更新）
　平成 21 年度から、防災情報を住民に迅速・確
実に伝える防災行政無線を年次的に更新していま
す。従来のアナログ波からデジタル波へ更新し、
孤立する可能性の高い避難所と役場との相互通信
手段を確保し、防災情報の連絡体制を整備してい
きます。本年度は、10箇所の子局（屋外スピーカー）
の更新を計画しています。

●耐震対策緊急促進事業補助金
　耐震改修促進法の改正（平成 25 年 11 月 25 日施行）
に伴い、病院、店舗、旅館などの不特定多数の人が利用
する建築物などのうち大規模なもの（要緊急安全確認大
規模建築物）に対して、耐震診断に係る費用を補助しま
す。

●橋梁調査・補強設計、
　道路舗装詳細調査設計
　昨年度までに行った長寿命化修繕計画等を基に、老朽
化や劣化度が著しい橋

きょうりょう

梁およ
び舗装（長寿命化修繕計画等
にて選定）について、維持保
全・改修を目的とした詳細な
調査・設計を行います。

●臨時福祉給付金事業
　４月から消費税率が８％に引き上げられることに伴
い、所得の低い方々への負担の影響を考慮し、暫定的・
臨時的な措置として、給付金を支給します。

平成 26 年度予算　重点施策

●集会所建設等事業補助金
　昨年度に引き続き、自治会集会所施設の新築、改築や
修繕に要する経費の一部を助成し
ます。本年度は拡充事業として、
自治会内に存在する空き家を有効
活用し、集会所などとするための
改修費用の一部を助成します。

●フラワーベルト整備事業
　県道伊保庄平生線（ひらお特産品セン
ター前～山口銀行前）沿いや町内４カ所

（高須、熊川、八海、田布路木）の花壇
に年２回植栽を行い、まちを訪れる人に

「うるおい」と「やすらぎ」を与え、町
のイメージアップを図ります。

●公民館施設耐震化事業
　安全安心な社会教育施設の整備の推進を図るため、中
央公民館と佐賀公民
館については、昨年
度までに実施した耐
震診断の結果を受け
て、耐震補強の実施
設計を行います。
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５
健全な財政で
未来を拓く
まちづくり

●健全な行財政基盤確立に向けた取り組み
　財政健全化を目指して、「第五次平生町行政改革大綱」（平成 22 ～ 26 年度）に
基づき、経費削減や起債の抑制等により財政指標の改善に努めます。毎年度、実施
計画に沿って取組状況を把握し、計画期間内での課題の解決に向けて改革を進めて
いきます。

●自主財源の安定的な確保
　町税等の課税および納税について、課税客体を的確に把握するとともに納税意識
の高揚と税制度の啓発を推進します。効率的な税務運営を図り、公平・適正な賦課
徴収に努めるとともに、法令に基づく厳正な滞納整理を行うなど積極的な収入確保
に努めます。

3
子どもたちの
未来を育む
まちづくり

●小中学校施設耐震化事業
　学校施設は、児童生徒などの学習・
生活の場であるとともに、非常災害時
には地域住民の応急避難場所としての
役割も果たします。そのため、耐震化
による安全性の確保が必要であり、平生小学校の第２校舎特
別教室棟および平生中学校の特別教室・管理教室棟の耐震補
強のための実施設計を行います。これにより、耐震化を要す
る学校施設の実施設計は全て終了することになります。

●学校司書の配置
　知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力等の
育成を重視する学習指導要領により、学校図書館の機能向
上が必要となっています。また、このことは「第二次平生
町子ども読書活動推進計画」（平成 25 ～ 32 年度）にお
いても位置づけられています。そのため、図書の整備だけ
ではなく児童生徒と本をつなぐ役割を果たす専任の「学校
司書」を２名配置し、学校図書館の充実を図ります。

●子育て世帯臨時特例給付金事業
　４月から消費税率が８％に引き上げられることに伴い、子育て世帯への影響を緩
和し、消費の下支えを図るため、臨時的な措置として給付金を支給します。

●新設保育園の開園
　町立平生保育園と町立宇佐木保育園の統廃合に伴い、民間「ひらお保育園」（社
会福祉法人うちうみ会運営）が旧町立平生保育園施設を利用して開園しました。現
在建設中の新園舎完成後は、多機能型保育園として保育運営や保育サービスの充実
に向けて取り組んでいきます。

４
地域資源を
生かした
まちづくり

●伝承の土づくり推進事業補助金
　「土づくり」を基本とした「こだわり栽培」を多くの
農業者に普及拡大し、安心安全な「こだわり栽培農産物」
を地元消費者に提供し地産地消を進めます。また、特
産品センター独自の栽培ガイドラインに基づいた栽培
方法の指導体制の確立と新規就農者、定年後農業就農
後継者などの参画農業者の普及拡大の支援を行います。

●ひらおファンクラブ事業
　本年度から、名称を “親しみやすく” “読みやすく” するために、「平生
ファン倶楽部」から変更しました。また、入会資格の要件を緩和し、誰
でも入会できて、気軽に交流できる場へと更に発展させることで、より
一層の「ひらおファン」（会員）を開拓し、平生町の活性化に努めます。

●「ひらお産業まつり」補助
　第 3 回ひらお産業まつり開催に向け企画・立案を担う実
行委員会への補助を行います。まつりの内容については、実
行委員会で町内の産業間の連携や活性化が図れるように各関
係機関と調整・協議をしていきます。

●有害鳥獣対策事業
　年々増加する有害鳥獣による農作物の被害を防止し、農家の
生産意欲の衰退を防ぎ、営農活動が継続で
きるよう「平生町鳥獣被害防止計画」に基
づいて、積極的な捕獲を実施するための支
援を行うとともに、捕獲従事者の意欲の向
上および捕獲体制の強化を進めます。
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こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
平
生
町
防
災
会
議
が
定
め
る
計
画

で
あ
り
、
住
民
の
生
命
と
身
体
、
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
防
災

関
係
機
関
な
ど
の
事
務
や
業
務
の
大
綱
、

災
害
の
種
別
に
応
じ
た
予
防
、
応
急
、
復

旧
に
関
す
る
基
本
的
な
対
策
を
明
確
に
す

る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
防
災

に
関
す
る
応
援
協
定
の
締
結
や
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
な
ど
、
地
域
と
協
働
し
た

防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　４月１日から、町役場の組織機構が一部変更となります。
　総務課の地域活動推進班については、名称を変更すると
ともに、協働のまちづくりに向けた推進体制を強化します。
建設課の管理班および徴収班については、名称の変更およ
び業務の再編を行い、業務の円滑化を図るものです。

【変更前】 【変更後】
総務課 ― 地域活動推進班 ⇒ まちづくり推進班

【主な業務】協働のまちづくり、
自治会、男女共同参画の推進、
行政相談に関すること

建設課 ― 管理班 ⇒ 施設管理班
【主な業務】道路、河川、町営
住宅、都市公園、樋門などの
維持管理に関すること

徴収班 ⇒ 業務調整班
【主な業務】工事の入札および
契約に関すること／町営住宅
使用料、下水道受益者負担金
に関すること

自
助
・
共
助
で
減
災
の
実
現
を
目
指
し
て

「
地
域
防
災
計
画
」の
見
直
し

　

町
で
は
、
近
年
の
豪
雨
災
害
や
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
、
災
害
の
発
生
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
の

考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
て
、「
平
生
町
地

域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
を
行
っ
た
主
な
内
容
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
町
で
は
、
近
年
の
豪
雨
災
害
や
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
地
震
・
津
波
に

関
す
る
災
害
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
３
月
18
日
に
平
生
町
防
災
会
議
を
開
催

し
、「
平
生
町
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

見直しを行った主な内容
①減災を目的とした「自助・共助」の推進

②住民への防災知識の普及
　～７日分の食料・飲料水の備蓄を推奨～

③男女共同の防災体制づくり

④自主防災組織および防災士の育成

⑤防災メールなどの新たな情報伝達手段の活用

▲平生町防災会議の様子：町長をはじめ
国、県、警察、消防、電気・電話などの
ライフライン関係者、自主防災組織の代
表者などで構成されています。

　町では、平成 23 年度からスタートした第四
次平生町総合計画における具体的な取り組み状
況をまとめた「実施計画書」を毎年度策定し公
表しています。
　平成 26 年度における「実施計画書」を次の
とおり作成し、公開しますのでお知らせします。

　公開期間　　４月 18 日㈮～

　掲載内容　　平成 26 年度から 28 年度まで
の３カ年の主な取り組みとなる事務事業（各
種サービスなど）を、総合計画の体系に合わ
せた形で掲載

　設置場所　　役場本庁（正面入口）、各公民館、
図書館　※町ホームページ（http://www.
town.hirao.lg.jp/）からもご覧いただけます。
■問合せ先
町役場総合政策課　☎（５６）７１２０

第四次平生町総合計画

「実施計画書」を
公表しています

町役場の組織機構の
一部が変わりました
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今回供用開始する区域

供用開始済区域

下
水
道
の
区
域
が

拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
に
つ
い

て
、
下
水
道
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

新
た
な
供
用
開
始
区
域
の
人
は
、
４
月

１
日
以
降
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
下
水
道
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と

違
い
、
限
ら
れ
た
区
域
内
の
人
し

か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
整

備
費
用
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な
う

こ
と
は
、
税
負
担
の
公
平
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
事
業
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
負
担
金
は
一
度
限
り

　
負
担
金
は
、
供
用
開
始
区
域
内

の
人
に
か
か
り
ま
す
が
、
毎
年
賦

課
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
度
限

り
の
も
の
で
す
。

◎
申
告
制
に
つ
い
て

　
負
担
金
は
、
間
違
い
な
く
運
用

す
る
た
め
に
申
告
制
に
な
っ
て
い

　
下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
排

水
設
備
（
公
共
マ
ス
ま
で
の
宅
地

内
の
排
水
管
や
マ
ス
な
ど
）
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
浄
化
槽
に
よ
る

水
洗
便
所
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
、
下
水
道
に
つ
な
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
は
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
区
域
に
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
平
生

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
の
水
洗

化
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
を
対
象
と
し
た
「
改
造

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
融
資
を
受
け
た

い
場
合
は
、
工
事
を
依
頼
す
る
際

に
指
定
工
事
店
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
の
う
え
期
限
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
受
益
者
・
金
額
・
納
付
方
法

　
区
域
内
す
べ
て
の
土
地
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
地
目
や
利
用
状

況
に
よ
り
徴
収
猶
予
や
減
免
の
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　

負
担
金
額
は
１
㎡
あ
た
り

４
０
０
円
で
、
土
地
の
面
積
を
乗

じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

５
年
間
の
分
納
で
１
年
を
４
期
に

分
け
て
計
20
回
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
（
一
括
納
付
も
で
き
ま

す
）。
ま
た
、
第
１
期
の
納
期
は

７
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
町
役
場
建
設
課　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

排
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
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少
し
遅
く
な
り
ま
し
た

が
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
感
じ
た
こ
と
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
史
上
最
多
の
87
の
国
、
地

域
か
ら
参
加
し
た
ソ
チ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
４

年
に
１
度
の
世
界
中
が
注
目

す
る
大
会
で
、
自
国
の
期
待

を
背
負
う
重
圧
感
と
戦
い
な

が
ら
懸
命
に
競
技
す
る
選
手

た
ち
の
姿
に
、
深
く
感
動
し

ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」「
お
疲
れ
様

で
し
た
」
と
伝
え
た
い
思
い

で
す
。

　
こ
こ
で
、
男
子
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
で
見
事
に
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
羽
生
結
弦

選
手
の
こ
と
で
、
人
権
と
い

う
も
の
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
彼
が
、
競
技
場
の
リ
ン
ク

に
入
る
時
、
出
る
時
の
姿
で

す
。
深
々
と
頭
を
下
げ
、
そ

の
姿
は
演
技
の
場
で
あ
る
リ

ン
ク
に
対
し
て
、
自
分
を
受

け
入
れ
る
神
聖
な
場
所
で
あ

る
か
の
よ
う
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
る
と
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。ま
さ
に「
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
の

姿
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
年
甲

子
園
で
行
わ
れ
る
高
校
野
球

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
入
り

す
る
際
に
チ
ー
ム
全
員
が
帽

子
を
と
っ
て
、
一
礼
す
る
姿

も
同
じ
気
持
ち
の
表
し
方
で

あ
り
、
美
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
演
技
の
あ
と
で
の

一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
言
の

素
晴
ら
し
さ
も
特
筆
す
べ
き

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、

若
者
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
不
足
が
課
題

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
み
じ
ん

も
感
じ
さ
せ
な
い
コ
メ
ン
ト

が
続
い
た
の
が
、
嬉
し
く
て

な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
高
梨
選
手
の
コ
メ

ン
ト
に
、「
先
輩
た
ち
が
築

い
て
き
た
歴
史
、
そ
の
場
に

立
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
た
い
」
と
あ
り

ま
し
た
。　
　

　
言
い
換
え
れ
ば
、
周
囲
の

人
た
ち
の
思
い
や
り
の
中
に

自
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
取

り
巻
く
す
べ
て
に
感
謝
し
た

い
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
人
権
尊
重
の

上
で
の
原
点
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
、「
礼
に

始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
は
、

武
道
で
の
こ
と
わ
ざ
と
し
て

伝
わ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の

中
で
人
権
尊
重
の
原
点
を
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）

No.40
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　３月に開催された「第５回大野の未来をひらく懇談
会」において、地域を代表する組織「コミュニティ協
議会」の設立を目的とした、設立準備委員会がスター
トしました。また、参加者一人ひとりから “大野でこ

んなことができたらいいね”
“こんな大野にしたいね” と
いう夢を語っていただきまし
た。その内容の一部を次のと
おり紹介します。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ㉖

■問合せ先 町役場総務課 まちづくり推進班 ☎（５６）７１１１

「第５回大野の未来をひらく懇談会」
コミュニティ協議会の

設立準備委員会スタート！

Thema

◆子どもを出産したら一人 50 万円もらえるなどのメ
リットができれば定住も増えると思います。また、大
野に老人ホームをつくってもらいたいと思います。
◇空き家がどんどん増えてきているので、これを活用。
◆セイタカアワダチソウの風景が、桜の咲く風景に
変わればいいなと思います。
◇公民館に行けば誰かと話ができ、楽しい時間が過ご
せるようにできればよいと思います。
◆若者に夢や希望を持たすような地域振興策を皆が考
え、大野に見習えと言われるようにしたい。
◇子どもたちに昔の遊びを教えることができればと思
います。また、川をきれいにしてホタルを飛ばして自
然豊かな大野にしていければと思います。
◆困っている人を見たら助け、困っていたら助けても
らえるそんな大きな家族のような大野であってほし
いと思います。
◇大野のみなさんが行事をする人、支える人、応援す
る人という３つの役割のいずれかに参加することで、
地域の活性化につながるのではないかと思います。

大野でできたら “いいね”
◆若い人が仕事の合間に帰ってきて、心が回復できる
ような大野にしたいと思います。
◇お年寄りを大切にし、いい気持ちでお年寄りが暮ら
せるまちをつくれたらと思います。
◆お年寄りのために便利屋的に頼みごとを聞いてあげ
られるような組織ができればいいなと思います。
◇イノシシが多くいるので、みんなの協力を得て加工・
販売ができれば盛り上がるのではないかと思います。
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町長室の窓
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自  治  会  に
加入しましょう！

　現在、町内には平生地区（ 71自治
会）・大野地区（ 25自治会）・曽根地
区（24自治会）・佐賀地区（26自治会）
の合計146の自治会、２地区（曽根、
佐賀）の自治会連合会があり、役場と
連携を図りながら活動されています。

あなたも、自治会活動に
参加しましょう！

　住みよい地域づくりには、一人ひと
りの参加とお互いの協力が大切です。

Q 自治会って何？

A たまたま同じ地域に住むことに
なった人たちが、相互の親睦を

図りながら、環境美化のための草刈、
街路灯やゴミステーションの設置・維
持管理や、防犯のためのパトロール、
親睦行事（花見・もちつき）の開催な
ど、さまざまな活動を行うことで、自
分たちの地域を住みよいまちにしてい
くための自主的な任意の団体です。

Q 加入すると、どんな
メリットがあるの？

A 町の広報紙などの行政情報のほか
に、自治会や各団体で作成する情

報紙やチラシなどが配布・回覧される
ので、各種の生活情報や身近なイベン
ト情報が入手できます。また、道路・
側溝・街路灯の改善など、日常生活上
の環境整備に係る問題などが的確に要
望できるので、安全・安心なまちづく
りにつなげていくことができます。

Q 自治会に入らないと
いけないの？

A 自治会への加入は、強制ではあり
ません。しかし、防災・防犯、自

治会が管理する街路灯・ゴミステー
ションの設置など、生活に密着した問
題には隣近所や、自治会員相互の助け
合いが必要となるので、ぜひ加入して
ください。

　自治会についてご不明な点は、下記
までお問い合わせください。

【町役場総務課 まちづくり推進班】
　☎（５６）７１１１

町民課の
窓口延長サービス

●毎月第２・第４金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本（除籍・原戸籍は除く）
　　　　　　　　　印鑑登録証、印鑑証明書
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「平成２５年度自治会アンケート調査」の
結果をお知らせします  第２回（全２回）

　調査結果　「自由意見」「自治会の課題解決のための取組」についてご紹介します。

▼ 高齢化対策として、班の再編成の検討。

▼ 自治会を２つの班に分け、会長をその班全体で補佐
する。

▼ 自治会連合会結成の検討。

▼ 他の自治会との交流。

自治会の課題解決のための取組自由意見

▼ 自治会内で他との自治会の連携が弱いため、連合自
治会の早急な結成が望まれている。結成の準備等の
指導をお願いしたい。

▼ 行政協力員は１年交代ではなく、複数年が望ましい
と思う。

▼ 休耕田を何とか活性化してほしい。

▼ 空き家の増加や後継ぎ問題など、あと 10 年すると
自治会全体が原野になる。

▼ 高齢集団のため活動ができない。

▼ 休耕田が多くなり、有害鳥獣が増えた。

▼ 先進地域の事例をいろいろ教えてもらえると参考に
なると思う。

▼ 環境整備、管理が難しくなってきている。

▼ 祭りができなくなれば、意識の変化が生じ、他の自
治会との合併を模索することになるのではないか。

　アンケートにご協力いただいた自治会長さんにおか
れましては、貴重なご意見をいただき、ありがとうご
ざいました。
　高齢化や空き家・空き地に対するご意見が多く見受
けられました。紙面の都合上、全てを掲載することは
できませんでしたが、いただいたご意見は、今後の自
治会活動の施策に反映するとともに、住民の皆様と連
携してまちづくりに取り組んでまいりますので、よろ
しくお願いします。

国　民　年　金
「学生納付特例制度」は毎年度申請が必要です
　20 歳以上の人は学生であっても国民年金に加入し
なければなりません。しかし、所得が一定以下の学生
は、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特
例制度」を受けることができます。この特例の承認期
間は４月～翌年３月で、毎年度申請が必要です。
　所得の目安
118万円＋（扶養親族等の数× 38万円）
　昨年度（平成 25年度）も特例を受けていた人
　在学予定期間が終了していない人には、簡単に申
請ができるハガキ形式の申請書を３月末から４月に
かけて送付しています。必要事項を記入して返送す
ることで、平成 26 年度の申請ができます。
　新規（変更）申請する人
　新たに申請される人や、在学される学校などに変
更がある人は、年金事務所または町役場町民課で申
請をしてください。
【持参物】学生証（コピー可）または在学証明書、印章
　申請・問合せ先
徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２
町役場町民課 保険年金班　☎（５６）７１１３

まちぐるみで
交通安全を ! !

■問合せ先
　町役場総務課 地域安全班　☎（５６）７１１１

　3 月に平生町内で、交通死亡事故が発生しまし
た。「交通安全はまず自分から」ということを実
践し、交通事故の被害者・加害者にならないため
に一人ひとりが交通安全を心がけましょう。
　春は入学・入園・就職など慌ただしい季節であ
り、行楽など外出の機会も多くなることから、交
通事故の危険性も高まります。交通事故の被害者
の多くは、子どもや高齢者です。運転者は子ども
や高齢者を見かけたときは、減速し、徐行・一時
停止するなど、配慮ある運転を心がけましょう。
　また、子どもたちが事故に遭わないよう、大人
が交通ルールとマナーを教え、手本を示すことも
大切です。歩行者も、交差点や横断歩道で左右の
安全確認を怠らないようにし、夜間外出時には明
るい色の服装や反射材を身に付けて、運転者の注
意を喚起するようにしましょう。
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親子で楽しむ絵本講座
　３月５日、12 日に「親子で楽しむ絵本講座」が
行われ、子育て中のお母さんなど多くの方々が参
加しました。
　宇佐木コミュニティセンターふれあいの館で行
われた５日の講座では横山眞佐子さん、図書館で
行われた 12 日の講座では「平生町おはなし会」
のみなさんをそれぞれ講師としてお迎えし、絵本
が子どもたちに感情を読み取る力を与えること、
また、大人も多くのことを絵本から学べることを
参加者に伝えました。

ご卒業・ご卒園
おめでとうございます

　町内の小・中学校、幼稚園、保育園で卒業式・
卒園式が行われ、多くの子どもたちがそれぞれ巣
立ちのときを迎えました。また、保育園の統合民
営化に伴い、町立平生保育園と町立宇佐木保育園
では、最後の卒園式となりました。

　　　　旭日単光章
　元平生町議会議員の梅本正人さんが旭日単光章

（高齢者叙勲）を受章され、３月 13 日に町役場で
行われた伝達式において、山田町長から勲章と勲
記が伝達されました。
　梅本さんは、平生町議会
議員として長きにわたり、
町政の発展に尽力されまし
た。その間、副議長なども
務め、町議会の円滑な運営
に貢献されるとともに、町
民の住環境向上などに多大
な功績を残されています。

叙 勲

【平生町人権講演会】
ことばの持つ「ちから」

　３月９日、町勤労青少年ホームで平生町人権講
演会が行われました。
　講師は、元ＫＲＹアナウンサーの岡本修二さん。

「優しさや命の大切さなどを考える」と題して、詩
集やラジオ、テレビなどから多くのことを学べる
ことを伝えるとともに、「優しさはことば遣いから
伝わります。ことばの持つ “ちから” を大切にし
てください」と、参加者に呼びかけました。

岡本さんは、退職後
もボランティアや司
会、講師など幅広く
ご活躍されています。

平
生
保
育
園
卒
園
式

（
３
月
25
日
）

佐
賀
小
学
校
卒
業
式

（
３
月
19
日
）

宇
佐
木
保
育
園
卒
園
式

（
３
月
25
日
）
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郷土の歴史を学ぶ
　３月 23 日、平生図書館で平生町歴史民俗資料
館主催の「歴史講座」が行われました。
　平生町域のほとんどが江戸時代から属していた

「大野毛利家」。その祖となった「毛利就
な り よ り

頼」につ
いて、吉川資料館学芸員の原田史子さんを講師に
迎え、講話をいただきました。参加者は、意外と
知らない身近な歴史についての理解を深めました。

税が無いとどうなるの？
　３月 24 日、平生小学校で児童が税について学
ぶ「租税教室」が開かれました。
　４月１日からの消費税率引き上げを前に、同校
５年生児童が税の必要性を学びました。児童たち
は、普段は当たり前と思っていた消防、交通、防犯、
そして自分たちの通う学校などにも多くの税が使
われていることを知り、驚いた様子でした。

▽

ケ
ー
ス
の
中
身
は
１
億
円
分
の

札
束
（
サ
ン
プ
ル
）
で
、
重
さ
は

本
物
と
同
じ
10㎏
。
貴
重
な
税
の

“
重
み
”
を
体
感
し
ま
し
た
。

平生中央児童館まつり
　３月 15 日、第 16 回平生中央児童館まつりが同
館および前広場で開催されました。
　館内のステージコーナーでは児童クラブの子ど
もたちがさまざまな発表を披露。また、ステージ
イベント「バルーンショー」では風船を使ったマ
ジックなどが行われ、子どもも大人も楽しい時間
を過ごしていました。

佐賀地区移送サービス
　３月 11 日、佐賀公民館前駐車場で佐賀
地区移送サービス出発式が行われました。
　この取り組みは、高齢や障害、けがなど
により車両を運転できずに困っている方々
に対して、買い物や通院などの日常生活を
支援するために、町が車両を貸し出し、地
域において運営をしていく無償運送の移送
サービス事業です。この日は、６人の利用
者が通院や買い物などのため、運転ボラン
ティアとともに各目的地へと出発しました。
　なお、サービスの利用には事前の登録が
必要です。利用登録者数は 40 人※、運転ボ
ランティアは 15 人※で、週１回（毎週火
曜日の午前中）の運行となっています。
　利用条件や登録・申込方法など、詳しく
は左記までお問い合わせください。

△運営主体となる佐賀地区まちづ
くり協議会会長の生本さんに山田
町長から移送車両のレプリカキー
が贈呈されました。
△佐賀地区移送サービスの主役！
７人乗りのミニバン「おおぼし号」

△式典終了後の初運行！　関係者
のみなさんに見送られ、この日は
平生方面に向かっていきました。

※３月 11日現在の人数です。

　 問合せ先
　町役場 佐賀出張所　☎（５８）０２１１
　＜運転ボランティアも随時募集しています！＞

地域と行政の協働事業がスタート
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山口県トラック協会
　

小学校新入児童に黄色い雨傘
中学校新入生徒に自転車用テールランプ
　㈳山口県トラック協会柳井支部（藤谷拾人支部
長）から、小学校の新入児童に黄色い雨傘（100 本）、
平生中学校の新入生徒に自転車用の発光式テール
ランプ（103 個）が寄贈されました。

平生ライオンズクラブ
幼・保育園新入園児に交通安全ワッペン

小学校新入児童にものさし
　平生ライオンズクラブ（吉富哲雄代表）から、
小学校の新入児童にものさし（100 個）、幼稚園・
保育園の新入園児に鈴付きの交通安全ワッペン（54
個）が寄贈されました。

全国大会出場選手を
　　紹介します！※敬称略

平成 25年度
全国高等学校選抜等大会

奥村 克也
（田布施農工高等学校２年）

競技　アーチェリー（開催地：静岡県）
　　　・男子個人　

村本 遥香
（柳井学園高等学校２年）

競技　フェンシング（開催地：秋田県）
　　　・女子学校対抗戦

辻 瑞貴
（柳井商工高等学校２年）

競技　バドミントン（開催地：長野県）
　　　・女子学校対抗戦
　　　・女子ダブルス　

新原 瞳
（柳井商工高等学校２年）

競技　少林寺拳法（開催地：香川県）
　　　・女子団体演武の部

福本 涼香
（柳井商工高等学校２年）

競技　バドミントン（開催地：長野県）
　　　・女子学校対抗戦

戎谷 華夏
（岩国商業高等学校１年）

競技　ソフトテニス（開催地：愛知県）
　　　・女子団体戦

スポーツ大会結果
平生町少年剣道大会（３月９日／町体育館）

【個人戦】※敬称略
◆小学高学年男子の部　準優勝　加藤 輝也
◆小学低学年男子の部　第３位　山﨑 諒太

寄贈

寄贈

△贈呈式（３月 18日／中央公民館）　藤谷支部長か
ら米村校長（平生小学校）に目録が手渡されました。

△贈呈式（３月 18日／中央公民館）　吉富代表から
池岡園長（平生幼稚園）に寄贈品が手渡されました。
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自
分
で
で
き
る
！
が
ん
予
防 

～
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
●新
12
か
条
～　

　
が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第

１
位
で
す
。
そ
し
て
、
生
涯
の
内

で
が
ん
に
か
か
る
人
は
２
人
に
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

医
学
の
進
歩
に
よ
り
予
防
で
き
る

が
ん
や
治
療
で
き
る
が
ん
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
が
ん

研
究
振
興
財
団
は
、
現
時
点
で
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
日
本
人
の

た
め
の
が
ん
予
防
法
「
が
ん
を
防

ぐ
た
め
の
新
12
か
条
」
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
が

ん
だ
け
で
な
く
脳
血
管
疾
患
や
心

臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
他
の
生
活
習

慣
病
予
防
に
も
有
効
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
生
活
習
慣
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

No.634

広報ひらお平成26年４月号

　電子レンジで簡単にできます。
　赤ちゃんからお年寄りまで召
し上がれます。

『 外 郎 』　藤田 朱美さん

  　伝えていきたいで賞

レシピコンテストの入賞作品を
ご紹介します

伝えたいわが家の毎日おやつおすすめ
メニュー

《材　料》　耐熱容器1個分

《作り方》
① A( 小麦粉とはったい粉 ) と砂糖を混ぜ合わせる。
② ①に水を少しずつ入れ混ぜる。
② 耐熱皿 ( 平皿 ) にこしながら入れる。
④ ラップをかけ電子レンジ（500W）で8分加熱する。
⑤ 加熱後ラップをはずし冷ます。

（ A の分量は小麦粉 + はったい
粉で100ｇにする。好みに合わ
せても大丈夫）

ご参加お待ちしています！
シニア男子
クッキング講座

　概ね 65 歳以上の男性を対象にし
た、食生活や料理の基本をマスタ
ーできる講座です。本年度の第１
回は５月 14 日㈬の予定です。みん
なでたのしく作っておいしく食べ
ましょう。詳しくは保健センター
までお問い合わせください。
■問合せ先
　保健センター☎（５６）７１４１

☆毎月19日は「食育の日」です。家族や仲間といっしょに食事を楽しみましょう☆

１条	 たばこは吸わない
２条	 他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条	 お酒はほどほどに
４条	 バランスのとれた食生活を
５条	 塩辛い食品は控えめに
６条	 野菜や果物は豊富に
７条	 適度に運動
８条	 適切な体重維持
９条	 ウイルスや細菌の感染予防と治療
10条　定期的ながん検診を
11条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
12条	 正しいがん情報でがんを知ることから

【参考】財団法人　がん研究振興財団

　平成26年度平生町がん検診の日程表を４月
第４金曜日に全世帯に配布します。ぜひお申込
みください。

がんを防ぐための●新 12か条

　 小麦粉　　  80ｇ
　 はったい粉  20ｇ
砂糖　　 　　  80ｇ
水　　　　　 300㏄

A

▲講座の様子（３月 12 日）
　包丁の使い方や盛付けなど、料理づくり
を楽しんでいます。この日は、きつねごは
ん、高野豆腐の利休揚げ、ブロッコリーサ
ラダ、苺のフルールを作りました。
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.220
　
「
わ
た
く
し
た
ち
平
生
町
民
は
、

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
と
歴
史

を
う
け
つ
ぎ
、
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
次
の

こ
と
に
努
め
ま
す
。」
で
始
ま
る

平
生
町
民
憲
章
。
こ
の
「
広
報
ひ

ら
お
」
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
毎
月

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
町

主
催
の
行
事
な
ど
に
お
い
て
参
加

者
全
員
で
唱
和
を
し
て
い
る
な

ど
、
平
生
町
民
な
ら
ば
誰
も
が

様
々
な
場
面
、
場
所
で
見
聞
き
す

る
フ
レ
ー
ズ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
平
生
町
民
憲
章
は
、
私
た

ち
平
生
町
民
の「
も
っ
と
明
る
く
、

豊
か
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
」
と

い
う
願
い
の
実
現
の
た
め
、
町
民

と
し
て
の
生
活
信
条
を
文
章
化
し

た
も
の
で
、
昭
和
60
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
前
文
と
実

践
５
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
５
つ
の
実
践
項
目
に
は
、
ふ

る
さ
と
平
生
町
を
愛
し
、
お
互
い

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ

い
、
し
あ
わ
せ
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
る
町
民
の
具
体
的
な
姿
が
表

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
て
の
項
目

の
語
尾
が
「
し
よ
う
」
で
は
な
く

て
「
ま
す
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
者
」
と
し
て
取
り
組
む

姿
勢
を
表
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
平
生
町
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

で
も
、
町
民
憲
章
具
現
化
に
向
け

て
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
ま

す
。町
民
憲
章
具
現
化
ポ
ス
タ
ー・

標
語
の
募
集
も
そ
の
一
つ
で
す
。

毎
年
、
実
践
５
項
目
の
一
つ
を
そ

の
年
度
の
生
涯
学
習
推
進
の
テ
ー

マ
と
し
て
掲
げ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
づ
く
り
を
通

し
て
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
も
７
月
の
お
知

ら
せ
版
に
募
集
の
記
事
を
掲
載
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
の
テ
ー
マ
と
な

る
項
目
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み　
き
ま
り
を
守
り　
健
や
か
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」で
す
。「
健

や
か
な
ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
か
、
共
に
考
え
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
入
賞
作
品
は
、
最
優

秀
作
品
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
町

内
各
所
に
掲
示
し
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
入
賞
作
品
を
各
種
会
議
な
ど

の
資
料
の
表
紙
に
掲
載
し
た
り
し

て
、
啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
一
人
ひ
と
り
が

平
生
町
民
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
年
度
も

町
や
地
域
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
の
様
々
な
取
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

広
げ
よ
う　
み
ん
な
の
町
民
憲
章

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
事
務
局

４月… 21日㈪、28日㈪、30日（水／月末整理日）
５月…５日㈪、12日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

カレイドスコープの箱庭
海堂 尊 著

パリわずらい江戸わずらい
浅田 次郎 著

食べ物を変えれば認知症は防げる
白澤 卓二 著

住まいの修繕とメンテナンス
嶋崎 都志子 著

あっ・ほっ
五味 太郎 作

ほうれんそうはないています
長谷川 義史 絵

つかまえた！
鈴木 まもる 作

はなかっぱとひのかっぱ
あきやま ただし さく・え

かあさんのしっぽっぽ
村中 李衣 作

「こどもの読書週間」４月23日㈬～5月12日㈪
　平生図書館では１カ月間「親子で楽しめる絵本」の
展示および貸出を行いますのでご利用ください。

園児のかわいいおべんとう
阪下 千恵 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

平成26年４月号 広報ひらお

『アー・ユー・フリー？』
加島 祥造 著（小学館）

　持っているものがなくなったら、
次のものを握れるんだから、なくし
たらチャンスだ。詩集「求めない」
「受け入れる」の著者
による、愛と笑いが
こぼれる気づきの書。
20年以上にわたる講
演の記録から、一部
を抜粋して編集。

４月から一部雑誌が変更
「婦人の友」の代わりに「婦人公論」が入り
ました。どうぞご利用ください。

△ひらおウォーキング大会

△ファミリースポーツ・レク
リエーション大会

お知らせ
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区 　 　 分 警察官（Ａ）　男性・女性

受 験 資 格
昭和56年４月２日以降に生まれ
た人で、４年制以上の大学を卒
業または卒業見込みの人

申込受付期間 【書面申込み】４月18日㈮まで
（電子申請は４月11日㈮まで）

第１次試験日 ５月11日㈰

第２次試験日 ６月７日㈯～19日㈭

最終合格発表 ７月中旬

　受験案内・受験申込書は、山口県警察本
部、県内の警察署、交番・駐在所で受け取
ることができます。また、山口県人事委員
会事務局のホームページにも受験案内・受
験申込書の様式が掲載されているほか、同
ページから電子申請により、受験申込みが
できます。

　詳細については、お問い合わせください。
　【問合せ先】
　　警察本部警務課
　　☎０８３－９３３－０１１０（代表）

警 察 官 募 集 　平成26年度の山口県警察官（Ａ）採用試験が、
次のとおり行われます。

（平成26年「交通安全年間スローガン」）

　子どもの落書き、タバコのヤニ・臭い、ペットによる傷などは、
借主の不注意や手入れ不足、通常の使用を超える使用などにより生
じたものと考え、借主の負担となります。
　しかし、日照による変色や色落ち、家具の設置跡などの自然に生
じた傷みや、通常の使用に伴って生じた傷みであれば、借主の負担
で張り替える必要はありません。このような原状回復の一般的な費
用負担のあり方については、国土交通省が

「原状回復をめぐるトラブルとガイドライ
ン」を公表しています。
　退去時にトラブルにならないよう、契約
時には契約内容と照らし合わせてみて、借
主が負担すべき範囲についてしっかりと確
認しておきましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

賃貸住宅退去時のトラブル
　この春、転勤で賃貸住宅を退去することになりました。契約
書には特に記載がなかったのですが、家主から、襖や障子、畳
表を張り替えるように言われました。退去時に必ず借主が張り
替えなければならないのでしょうか？

相

　
談

　経年劣化や通常使用による損耗だけであれば、借主の負担で
張り替える必要はありません。

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 お互いに　もてたらいいね　思いやり

広報ひらお平成26年４月号
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受付時間
毎日 午後７時～11時

☎＃８０００または☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ ０８３６（５８）４４５５（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混乱
した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（２月）資料：柳井地区広域消防組合 （２月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 2 0 1 293 管　内 20 136 1 19
平生町内 1 0 0 38 平生町内 2 14 0 2

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

まちの人口
２月28 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,635 世帯（ － 9 ）
人　口 12,764 人 （ － 20 ）
うち男 6,046 人 （ － 1 ）

女 6,718 人 （ － 19 ）

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　春の小川　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

平成26年４月号 広報ひらお

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて

次回は
 ５
　 12月

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　５月14日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月14日㈬ 10：00～10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月14日㈬ 10：30～11：00
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　５月８日㈭ 　13：00～16：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　５月14日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　５月23日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　５月20日㈫ 13：00～14：00

徳山年金事務所による出張相談
相談終了時間が変わりました【午後 3時	⇒	午後 4時】

●相談日時（受付時間）
　【日時】偶数月第１木曜日
　　　　午前 10 時～ 12 時（午前 11 時 30 分まで）
　　　　午後１時～４時（午後３時 30 分まで）
　【場所】平生町商工会
　　留意事項

○個人情報に関するご相談の場合は、年金手帳（基礎年
金番号通知書）、年金証書などの他、相談者本人である
ことを確認できるもの（運転免許証など）が必要です。

○代理の人が個人情報に関する相談をされる場合は、「委
任状」と代理の人の「本人確認ができるもの」が必要
です。

○「本人確認」のために提示していただく証明書などは
年金事務所へお尋ねください。

■問合せ先
　徳山年金事務所 お客様相談室 ☎０８３４（３１）２１５２
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

□問
□申
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　
☎
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
８
日
木
、
９
日
金
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
12
日
月

～
14
日
水
の
内
１
日
（
鋼
鈑
工
業
㈱

玉
鶴
工
場
［
下
松
市
］）

●
申
込
期
限　
４
月
25
日
金

◇
研
削
と
い
し
取
替
え
等
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
10
日
土
（
東
部

高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
４
月
25
日
金

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
12
日
月
、
13
日
火
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
14
日
水

～
16
日
金
の
内
１
日
（
東
部
高
等
産

業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
４
月
25
日
金

◇
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
17
日
土
、
18
日

日
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
５
月
９
日
金

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
19
日
月
、
20
日
火
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
21
日
水

～
23
日
金
の
内
１
日
（
東
部
高
等
産

業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
５
月
９
日
金

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
27
日
火
（
ホ
テ
ル
松
原

◇
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
」
講
習
（
定
員

18
人
）

●
日
時　

５
月
17
日
土
、
18
日
日
、

24
日
土　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基

本
的
な
操
作
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

を
初
め
て
操
作
す
る
人

●
受
講
料　
８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
23
日
水

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・Jw

-C
A

D

（
初
級
）」

講
習
（
定
員
12
人
）

●
日
時　

６
月
７
日
土
、
８
日
日
、

14
日
土　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　
作
図
を
通
し
て
基
本
的
な

知
識
と
操
作
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　
１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
５
月
15
日
木

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
エ
ク
セ
ル
（
基
礎
）」

講
習
（
定
員
15
人
）

●
日
時　

６
月
21
日
土
、
22
日
日
、

28
日
土　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

表
・
グ
ラ
フ
作
成
の
基
本

や
簡
単
な
関
数
の
使
用
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入

力
・
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　
８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
５
月
29
日
木

【
共
通
事
項
】

●
受
講
資
格　

在
職
者
な
ど
で
、
現

在
の
職
務
能
力
の
向
上
を
図
り
た
い

人
、
仕
事
に
必
要
な
新
し
い
技
術
・

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
人

●
実
施
場
所　

東
部
高
等
産
業
技
術

学
校
［
周
南
市
］

※
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
害
獣
防
除
柵
等
設
置
事
業

に
よ
る
補
助
金
の
交
付

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、

ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
有
害
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
農

地
へ
の
電
気
柵
、
フ
ェ
ン
ス
お
よ
び

ト
タ
ン
板
の
設
置
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
農
家
（
過
去
に
こ
の
事
業
で
補
助

金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
）

●
補
助
金
の
額

　
原
材
料
費
の
２
分
の
１
（
１
戸
あ

た
り
の
限
度
額
２
万
円
）

※
申
請
に
は
設
置
位
置
図
や
見
積
書

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
町
役
場
経
済
課 

農
林
振
興
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

山
口
県
職
員
採
用
試
験

　
平
成
26
年
度
山
口
県
職
員
採
用
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
試
験
区
分

　
大
学
卒
業
程
度
、
社
会
人
経
験
者

等
、
短
大
卒
業
程
度
、
高
校
卒
業
程

度
、保
健
師
、警
察
官
（
男
性・女
性
）

(A)
、
警
察
官
（
男
性
・
女
性
）
(B)
、

身
体
障
害
者
採
用
選
考

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/cm

s/a33000/shiken/
saiyo-joho.htm

l

□問
□申
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

技
能
向
上
訓
練

◇
「
第
二
種
電
気
工
事
士
（
筆
記
対

応
）」
講
習
（
定
員
30
人
）

●
日
時　

５
月
12
日
月
～
16
日
金
、

19
日
月
～
23
日
金　
午
後
６
時
～
９

時●
内
容　
本
資
格
の
筆
記
試
験
対
策

講
習

●
受
講
資
格　
本
資
格
取
得
希
望
者

●
受
講
料　
9
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
15
日
火

広報ひらお平成26年４月号

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ



【
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
】

須
藤
彰
子
（
総
務
課
）
▽
［
平
生

幼
稚
園
］ 

石
黒
千
景
（
宇
佐
木
保
育

園
）

【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
】

社
会
教
育
班
長 

影
畑
克
記
（
総
合

政
策
課
財
務
班
長
）
▽
［
曽
根
公

民
館
］
田
代
祐
子
（
健
康
福
祉
課
）

▽
［
大
野
公
民
館
］
岩
佐
善
江
（
町

民
課
）

【
熊
南
総
合
事
務
組
合
】

主
査 

清
水
寛
次
（
総
合
政
策
課
）

●
採
用
（
４
月
１
日
付
）

出
納
室 

上
名
純
子
▽
総
務
課 

三
宅

敏
彰
▽
町
民
課 

村
竹
章
吾
▽
町
民

課 

篠
田
修
一
▽
健
康
福
祉
課 

三
宅

正
悟
▽
健
康
福
祉
課 

園
㟢
宏
史
▽

健
康
福
祉
課 

藤
田
彩
加
▽
建
設
課 

横
山
麻
芙
由
▽
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
［
体
育
館
］ 

中
村
泰
樹
▽
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
［
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
］ 

廣
中
千
遥

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

総
務
課
長 

吉
賀
康
宏
▽
教
育
委
員

会
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長 

福

本
達
弥
▽
税
務
課
長
兼
徴
収
対
策

室
長 

山
本
俊
明
▽
会
計
管
理
者 

小

島
康
司
▽
建
設
課
長
補
佐 

新
田
信

之
▽
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班
長 

田

中
寿
子
▽
佐
賀
出
張
所
主
査 

岡
村

節
子
▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

主
査 

舛
田
美
智
子
▽
宇
佐
木
保
育

園
長 

新
田
貴
子
▽
平
生
保
育
園
長 

清
地
朱
実
▽
佐
賀
保
育
園
長 

晝
田

君
恵
▽
健
康
福
祉
課 

菊
本
み
よ
子

▽
町
民
課 
弘
中
宏
幸

【
徴
収
対
策
室
】

主
査 

玉
井
信
充
（
建
設
課
）

【
健
康
福
祉
課
】

課
長
補
佐 

横
田
佳
幸
（
健
康
福
祉

課
社
会
福
祉
班
長
）
▽
社
会
福
祉

班
長 

田
中
昌
彦
（
健
康
福
祉
課
）

▽
こ
ど
も
班
長 

兼
弘
玲
子
（
町
民

課
戸
籍
班
長
）
▽
西
山
恵
子
（
平

生
保
育
園
）
▽
神
代
直
美
（
健
康

福
祉
課
付
）

【
経
済
課
】

商
工
水
産
班
長 

山
本
和
也
（
総
務

課
地
域
安
全
班
長
）
▽
主
査 

三
村

直
子
（
経
済
課
）

【
建
設
課
】

課
長・工
事
検
査
員 

瀬
戸
孝
博
（
建

設
課
主
幹
・
工
事
検
査
員
）
▽
課

長
補
佐
・
工
事
検
査
員 

三
宅
秀
昭

（
建
設
課
農
林
漁
港
班
長
）
▽
施
設

管
理
班
長 

岩
井
浩
治
（
建
設
課
管

理
班
長
）
▽
業
務
調
整
班
長 

金
井

貴
幸
（
建
設
課
）
▽
農
林
漁
港
班

長 

南
木
賢
寿
（
建
設
課
）
▽
中
村

武
央
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
）

▽
幸
谷
太
平
（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
）

【
佐
賀
出
張
所
】

中
尾
玲
子
（
健
康
福
祉
課
）

【
佐
賀
保
育
園
】

園
長 

岡
本
和
子
（
平
生
保
育
園
主

査
）
▽
丁
子
原
路
子
（
宇
佐
木
保
育

園
）
▽
池
内
ひ
ろ
み
（
佐
賀
保
育
園

付
）
▽
村
田
彩
香
（
平
生
保
育
園
）

▽
生
本
恵
美
子
（
平
生
保
育
園
）

【
教
育
委
員
会
】

教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長 

角
田

光
弘
（
総
合
政
策
課
長
）

平
生
町
人
事
異
動

《
職
名　
氏
名
（
旧
職
名
）
※
職
名
は 

》

主
査
以
上 

●
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
議
会
事
務
局
】

局
長 

河
島
建
（
総
務
課
長
補
佐
）

▽
主
査 

村
井
泰
行
（
議
会
事
務
局
）

【
出
納
室
】

会
計
管
理
者 

高
岡
浩
行
（
健
康
福

祉
課
長
補
佐
）

【
総
務
課
】

課
長 

羽
山
敦
紀
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
課
長
補
佐 

金
岡
泰
史
（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
班
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進

班
長 
友
田
隆
（
総
務
課
地
域
活
動

推
進
班
長
）
▽
地
域
安
全
班
長 

伊

藤
正
晴
（
経
済
課
商
工
水
産
班
長
）

▽
主
査 

淵
上
万
理
子
（
総
務
課
）

▽
平
川
勝
秀
（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
）

【
総
合
政
策
課
】

課
長 

藤
田
衛
（
建
設
課
長
）
▽
財

務
班
長 

加
世
伸
彦
（
徴
収
対
策
室

主
査
）
▽
賀
田
秀
樹
（
税
務
課
）

【
町
民
課
】

戸
籍
班
長 

田
村
洋
子
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
）

【
税
務
課
】

課
長
兼
徴
収
対
策
室
長 

兼
末
仁（
税

務
課
長
補
佐
兼
徴
収
対
策
室
長
補

佐
）
▽
課
長
補
佐
兼
徴
収
対
策
室

長
補
佐 

吉
岡
文
博
（
税
務
課
町
民

税
班
長
）
▽
町
民
税
班
長 

隅
田
紀

正（
税
務
課
主
査
）▽
水
津
伸
一（
熊

南
総
合
事
務
組
合
）
▽
田
中
菖
（
出

納
室
）

21

＜ 以下は広告欄です ＞

屋
）【
実
技
】
５
月
28
日
水
～
６
月
７

日
土
の
内
３
日
間
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉

鶴
工
場
［
下
松
市
］）

●
申
込
期
限　
５
月
16
日
金

□問
□申
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

ク
ロ
ー
バ
ー

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
遺

族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語

り
合
い
わ
か
ち
あ
う
。

●
日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日
（
８
・

12
月
を
除
く
）　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

●
場
所　
防
府
総
合
庁
舎
（
防
府
市
）

●
参
加
費　
茶
菓
子
代
２
０
０
円

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
人
は
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
５
（
２
７
）
３
４
８
０

憲
法
週
間
無
料
法
律
相
談

●
日
時　
５
月
19
日
月　

午
後
２
時

～
４
時

●
場
所　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

●
相
談
内
容　

金
銭
、
不
動
産
、
家

庭
関
係
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

●
相
談
担
当
者　

山
口
県
弁
護
士
会

（
岩
国
地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

□問
□申
山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

相

　
　談

平成26年４月号 広報ひらお



笑
顔
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ
い

自
然
あ
ふ
れ
る
平
生
町

平
生
中
学
校
２
年 

大
下 

光

平
生
中
学
校
１
年 

長
見 

愛
音

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
25
年
度
）の
も
の
で
す
。

平成26年４月号 広報ひらお 22
《４月16日〜５月15日》

16 こころの健康相談・いこいの場 (13:30 ／保健センター )
行政協力員会議［大野地区］（19:00 ／大野公民館）(水)

17 行政協力員会議［曽根地区］（19:00 ／曽根公民館）
(木)

18 ひらお読書会（13:30 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
行政協力員会議［佐賀地区］（19:00 ／佐賀公民館）(金)

19 古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )(土)

20 平生町スポーツ少年団大会 (9:00 ／町体育館 )
(日)

21 行政協力員会議［平生地区東部地域］
　（19:00 ／町役場）(月)

22 行政協力員会議［平生地区西部地域］
　（19:00 ／町役場）(火)

23
(水)

24
(木)

25 離乳食学級 (10:00 ／保健センター )
(金)

26 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

27
(日)

28
(月)

29
(火)

昭和の日

ひらおウォーキング大会
　（9:00 ／町体育館 [9:30 出発 ]）

30
(水)

1 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

2
(金)

3
(土)

憲法記念日
体育館開放日 ( 午前中 )

4
(日)

みどりの日

5
(月)

こどもの日

6
(火)

振替休日

7
(水)

8
(木)

9
(金)

10 体育館開放日 ( 午前中 )
親子料理教室（9:00 ／曽根公民館）(土)

11
(日)

12 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
(月)

13 あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
(火)

14 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

15
(木)

４　　月 ５　　月

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけ
つぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

《登録方法》　① PC・携帯にアドレス「 e-hirao@xpressmail.jp」を直接
入力または右図（ＱＲコード）から読み取り、空メールを送信　
②返信される本登録用メールの内容に沿って必要事項を入力し、登録完了

■ご不明な点はお問い合わせください。 町役場総務課地域安全班 ☎（５６）７１１１

平生町防災メールサービス　登録受付中！
防災情報、気象警報・注意報、安全・安心情報などを配信
※利用料無料、通信費利用者負担


